
パッケージング

機能部品最適レイアウトによるミリ単位での抑揚＆広さを追求概 要

凸凹max*1

全幅はそのままに、従来型以上の室内空間とアグレッシブな意匠を両立

◆ 国内の駐車場要件(全長5m未満、全幅1.85m以下)を守りながら、
 「体脂肪率０パッケージ」をキーワードに、徹底的に無駄スペースを排除。
 従来型以上の室内空間と、平板になりがちなミニバン側面で
 倍近い抑揚を実現しました。

狙 い

スライドドア開口部

～国内において大きすぎないボディサイズと大空間の室内～

*1：凸凹max化：従来型より大胆に抑揚を持たせたサイドシルエット

前後席間距離
2,205mm（＋10）

1,315mm（＋5）

全長：4,995mm（＋45）全幅：1,850mm（±0）
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※数値はExecutive Lounge／（　）内は従来型Executive Lounge S比

ステアリング角度を
約5°調整

19inch19inch

フロントオーバーハング：
955mm（＋45）

リヤオーバーハング：
1,040mm（±0）

ホイールベース：3,000mm（±0）

ステアリング角度を立て、乗用車のような
自然なドライビングポジションを実現。

30.4°

従来型

25.9°

新型

44mm（＋20）

ドライビングポジションの進化 乗降性の改善

19インチタイヤの採用

全幅1.85mの制約の中で
大径タイヤを搭載するため、 
製造工程で構成部品のばらつきを
最小に特別管理。

すべての人を快適に迎え入れる、
優れたスライドドアの乗降性。

ユニバーサルステップ
（スライドドア左右）

センターピラー
ロングアシストグリップ

（左右）

開口幅
820mm（+40）

グリップ長
620mm
（+135）

ステップ高
220mm

おもてなし

ロック構造

どんな姿勢でも、ストレスのない操作性工 夫

～進化したエグゼクティブラウンジシート～

機能性と操作性にこだわった快適なVIPシート狙 い

90°水平回転することで
テーブルを出したまま乗降可能。

また、天板内側には防汚処理付バニティミラーを採用。
スマホやタブレットを立てかけての仕様も可能。

回転格納式テーブル

シートの加温範囲を拡大。 
冷えやすい体の端末から温め
快適性を向上。

オットマン＆アームレストヒーター
16個のエアブラダーの膨張により、
背中から大腿部までを押圧。
心身のリフレッシュに寄与。

リフレッシュシート

安楽姿勢時でも手の届くアームレスト内側に
直観的に操作可能なシート型スイッチを設定。

後席の多彩な機能をこれ1つで簡単操。 
どんな姿勢でも使える脱着式を採用し、 
スマートフォンのような使いやすさを追求。

※エアブラダー(空気袋)配置レイアウト　 ※オレンジ部分は、ヒーター加温部位

リヤマルチオペレーションパネル(脱着式) シート操作スイッチ

Dream/Relax/Focus/Energizeの
4モードに加え、カスタム可能な
My Originalモードを設定

My Originalスイッチ
（スマートコンフォート）

シーンに応じワンタッチで
シート姿勢や空調、照明を
一括制御できる
「スマートコンフォート」
機能も搭載。

クッションチルト機構の採用により、
全身の筋力を最も使わない
安定した安楽姿勢を実現。 

また、伸縮可能なオットマンで
かかとまでしっかりとサポート。

安楽姿勢の追求

ニー：130°　

サイ：19°　

トルソー：48°　

ヒップ：119°　

おもてなし

◆ 左右の人が共有スペースとして使用できる天井中央に着目し、 
 圧迫感を出さないように薄型にしつつ照明機能や収納等を集約しました。

◆ 機能をセンターに集約させることで、
 すっきりとした天井サイドと頭上空間拡大を実現。
◆ サイドの空いたスペースに、天井ロングアシストグリップと
 後席用パワーサイドサンシェードを搭載しました。

今までのミニバンにない天井の見栄えと後席頭上スペースの拡大工 夫

～車両センターを貫くスーパーロングオーバーヘッドコンソール～

機能性と収納性を両立する大型ルーフセンターコンソール狙 い

※Executive Loungeに標準設定

約30mm
拡張

新型
従来型

LEDドームランプ1 LEDドームランプ1
車内全体を明るく照らす
リビングモードを設定。 
(最大照度60ルクス)

LEDルーフカラーイルミネーション2
合計64色の豊富な
バリエーション。 
(基本14色+カスタム50色)

読書灯3
シートポジションにあわせて 
前後に照射角度調整可能

おもてなし集中スイッチ4
照明類に加え、シェード類や 
パワースライドドア／
ウィンドウの操作スイッチを配置。 
反対席の操作性も向上

天井収納ボックス5
ソフトパックのティッシュ
ケースを収納可能。
（セカンドシート、サードシート）

後席用パワーサイドサンシェード

1

天井ロングアシストグリップ
日光を遮りながら景色も楽しめる下降タイプロングスライドシートに対応した使い勝手

1
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グリップ長：315mm

大空間・大開口のミニバンでボデｨ剛性の向上と
路面からの入力低減に取り組みました。

人が不快に感じる後席の振動を従来型の1/3に低減狙 い

快適性

フロント～リヤまで徹底したボディ造りこみ

～高級セダンに匹敵する後席乗心地～

シートフレーム

ボディの剛性アップと周波数感応型ショックアブソーバー採用により
キャビンへの振動入力を低減

概 要
（ボディ）

周波数感応型ショックアブソーバー

GA-Kプラットフォーム
ロッカーストレート構造

床下V字ブレース

減衰力可変イメージ

路面状況を走行シミュレーションに織り込むことで
実車相当の振動メカニズムを解析

2

不快な振動が出る凸凹路面を3Dスキャンで測定1

アンダーのよじれが要因と特定3

トポロジー最適化解析*を利用し、軽くて剛性向上効果の高い
V型パフォーマンスブレースを設計

4

※アルファード Executive Lounge、ヴェルファイヤに標準装備
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2
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ボディからシートに伝わる微振動を遮断する構造の
開発に取り組みました。

ボディ

シート

新型従来型 高級セダン

[dB]

▲1/3

後席シート振動レベル(10～15Hz)

ボディ剛性を従来型比の50％向上 路面からの入力周波数に応じて
減衰力を機械的に可変

ピストン速度

減
衰
力

可変域

低周波入力時(旋回等) 
　高減衰力でしっかり踏ん張る

高周波入力時(微振動) 
　低減衰で振動吸収

実際の路面状況を反映したデジタルシミュレーション技術で
軽量かつ高剛性ボディを開発

工 夫

後席への不快な微振動(高周波)入力時には、 
低減衰化による振動吸収により、乗心地向上

実車での効果確認と　 へのフィードバック５ 2

1

リヤパフォーマンスブレース開発の事例

*トポロジー最適化解析：制約した条件下で最も効率の良い形状を見つける解析

環状骨格構造

快適性

低反発ウレタンを採用し、微振動を吸収。

表面の凸凹構造

2種類のパッド使い分けにより振動吸収と頭部揺れ低減を両立工 夫

シートバック/アームレスト部

～高級セダンに匹敵する後席乗心地～

クッション部

低反発ウレタン

座圧分散性の高いウレタン
臀部

スラブウレタン
シート表皮

モールドパッド

低反発ウレタン
シート表皮

モールドパッド

◆ シートレールとシートクッションフレームの間に防振ゴムを設定
 車両から入力される振動(10~15Hzの低周波)を抑制し、不快感を低減。

シートクッション
フレーム

防振ゴム（ゴムブッシュ）

シートフレーム

インナー側

シート防振ゴム トヨタ初

低反発ウレタンパッド

◆ シートパッド表層に低反発ウレタンを採用
 振動を感じやすい指先や背中に伝わる微振動(20Hz以上)を吸収。

シートクッション部 座圧分散性の高いウレタンを採用。
表面形状の工夫で腰の安定感を高め、上半身の揺れを低減。

従来型 新 型

ボディから伝わる振動を遮断するシート構造概 要
（シート）

快適性

音の発生源の徹底的なつぶしこみ工 夫

～心地よい静けさの追求～

ドアミラー配置最適化

ドアミラーとガラスの隙間を拡大することで、 
走行時の空気の乱れを抑制。

主な『ロードノイズ』対策 主な『風切音』対策

フロントピラー形状の最適化

1
2
3

走行時の風流れ解析走行走行走行走行走行時時時の時時 風流れ解析フロントピラー断面

12

3

徹底したボディシール

煙の流れで音の侵入経路を特定。 
1つ1つ丁寧に穴を塞ぐ対策を実施。

　

風切り音

ロードノイズ

従来型
新型

音
圧
レ
ベ
ル

（dB）

周波数（Hz）
静

周波数-音圧バランスイメージ

タイヤ騒音低減

静粛性と乗心地を両立する専用タイヤを新規開発。

リラックスできる“心地よい静けさ”を追求

◆ 人は防音室のような無音の状態では、逆に不快感を覚えます。
 今回の開発では人が心地よく感じる周波数はそのままに、
 不快感を感じる周波数の突出した音の低減に取り組みました。

狙 い

ゴォー音 ガァー音 ザァー音 シャー音

女性の声の周波数

男性の声の周波数

空気の流れが沿いやすいピラー形状を実現。

ピラー内側の低段差化

ピラー幅拡大

ピラー後方の低段差



http://www.tcmit.org/360virtual/館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360
これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。
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